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みんなで歌おう！うたごえ交流会�２ 月19日

楽しそうに歌う参
加者

懐かしい歌声喫茶を再現

４

３ １

地産地消ふれあい給食の日� 11月～２月
ふるさとの味を楽しむ

ニュースポーツで楽しく交流
お届けスポーツ教室�２ 月8日

ボールの行方に注
目する参加者

　小久慈市民センターでお届けスポーツ教室が開催され、
地域の高齢者など19人が参加しました。２組に分かれ囲
碁ボールとボッチャをプレーし、全員でラダーゲッター
も体験。好プレーや計算外のプレーに歓声が上がり、大
盛り上がり。楽しみながら交流を深めました。（大久保）

シニア軍団に拍手喝采

　引きこもり防止や健康維持、親睦交流を目指して結成
した「夏井町シニア軍団」が市民生涯学習のつどいステー
ジ発表部門に出演しました。30人が昔懐かしい「恋の季
節」に合わせ、ステージいっぱいにダンスを披露。メン
バーは心地よい緊張感と達成感を味わいました。（梅沢）

会場からは大きな
声援と手拍子が湧
き起こりました

市民生涯学習のつどい�２ 月４日保護猫譲渡会� 2月11日

保健所では、普段
から保護猫の受け
入れ家族を募集！�

 道の駅いわて北三陸で、久慈保健所主催の保護猫譲渡
会が開催されました。会場内には、今までに引き取られ
た猫の幸せな様子を展示したパネルも設置。会場は猫の
様子を見る親子連れなどであふれ、約10匹の子猫や成猫
が新しい家族に迎えられていきました。(八木沢)

新たな家族が仲間入り

　市内小中学校で市の特産品の、鮭・短角牛・ホウ
レンソウ・原木シイタケを使った、地産地消ふれあ
い給食を開催しました。巿内４つの小学校では、生
産者の話を聞く学習会を実施。児童は、特産品や地
産地消について理解を深めました。夏井小学校では、
11月29日の肉の日に、JA 新いわてくじ短角牛肥育
部会の中屋敷稔会長が、黒毛和牛との違いや夏山冬
里方式で育てている特徴ある飼育方法を説明。児童
らと給食を頬張り、笑顔で交流を深めました。５年
生の西野弥來さんは「日本は肉牛の99㌫が黒毛和牛
で、短角牛が珍しいことに驚きました。肉は歯ごた
えがあってとてもおいしく、久慈で育った短角牛を
食べられて良かったです」と表情を緩ませました。

５

白銀のゲレンデを楽しむ
平庭高原スキーまつり�２ 月10日

　平庭高原スキー場まつりが行われ、約 1,500 人が来場。
雪上ティラノサウルス障害レースや澄み切った夜空に打
ち上がる花火などを楽しみました。山形中学校３年の下
舘春稀さんは「平庭は、夏も冬も豊かな自然が楽しめる
場所。たくさんの人が来てほしい」と思いを語りました。

笑顔いっぱいのス
テージ

気軽に楽しめるコンサート
齋藤友紀フルートコンサート特別企画�1 月20日

ゆったり日帰り旅
八戸線利用促進�２ 月17日

ゆっくり時間を楽
しめると好評の八
戸線ツアー

　JR八戸線を利用し、重要無形民俗文化財八戸えんぶ
りを観戦する日帰りの旅を実施。車窓を楽しみながら移
動し、八戸公会堂で行われたえんぶり講演を観覧しまし
た。夫婦で参加した小向至さんは「のんびりできました。
楽しみだったえんぶりも感動でした」と語りました。

幻想的な自然の造形美
内間木洞氷筍観察会�２ 月11日

タケノコのように
氷が地面から伸び
る氷筍

　内間木洞の一般公開が行われ、氷筍の観察会に約450
人が来場し、ライトアップされ自然の造形美を楽しみま
した。洋野町から家族で訪れた澤尻旭さんは「子どもが
自然と触れ合うのにいい機会だと思い来訪。神秘的な光
景で貴重な体験ができました」と笑顔を見せました。

　赤ちゃんのためのファーストコンサートが、アンバー
ホールで開催され、たくさんの親子連れが来場。アニ�
メや童謡の手遊びなどを交えたにぎやかなステージ�
に、会場は笑顔で包まれました。３歳の樋口友

ゆ な
菜さんは

「音楽が大好き。楽しかったです」と声を弾ませました。

広報担当やリポーターが、皆さんのところにおじゃまします。
地域の行事など、身近な情報をお寄せください。
問地域づくり振興課　広報くじ担当　☎52－2116　ＦＡＸ52－3653

　長内市民センターが、みんなで歌おう！うたごえ交流
会を開催し、30人を超える地域住民が参加しました。会
話を楽しみながら、歌詞カードの中から思い思いの歌を
選曲。懐かしい歌や叙情歌など、ピアノの生伴奏にのせ
て合唱し、楽しいひと時を過ごしました。（大石）

１／鮭の雄と雌の違いを考察（山形小）　２/短角牛のビーフシチューに笑顔の児
童（夏井小）　３/短角牛の説明をする中屋敷会長　４/ホウレンソウのおかか和
えを頬張る児童（小久慈小）　5/乾燥シイタケを真剣な表情で観察（久喜小）

冬の一大イベント
を楽しむ来場者

線香を上げ手を合
わせる道場生

外国人の感じる防
災の課題を伝える
高校生のグループ

柔道への思いをつなぐ
巽山公園広場の慰霊碑を参拝� １月27日

 三船十段記念館の道場生の児童らが、名誉市民三船久
蔵先生の命日に合わせて、巽山公園広場の慰霊碑に手を
合わせました。田

た こ う ら

髙良茉
ま の

希さんは「改めて偉大な人だと
感じています。三船久蔵先生のように、もっと強くなれ
るように稽古を頑張ります」と表情を引き締めました。

防災や地域振興を考える
岩手大学地域連携フォーラム in 久慈�２ 月14日

　市内催事場で岩手大学地域連携フォーラムを開催し、
教育関係者や高校生など約 110 人が参加しました。岩手
大学が近年の災害と久慈市の状況を比較した研究事例な
どを紹介。２つの高校生団体が、外国人の防災や地域活
性化に取り組む活動内容を発表し、交流を深めました。
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